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Abstract : 
  The individuals lacking the mid-dorsal line were identified by investigating black-spotted pond frogs (Rana  migromaculata) 
inhabiting the northern area of Fukui Prefecture. Although their body type seemed to be identical to that of a black-spotted pond frog, 
each black spot on their backs was separate from the others, not fused. The lack of the mid-dorsal line and the pattern of isolated black 
spots on the back are similar to the characteristics of a daruma pond frog (Rana porosa  brevipoda). Recently, it was reported that cross 
hybridization between both species had occurred in many places, because the population of both species remarkably decreased by 
degradation of the environment in the past. Therefore, such cross hybridization may have occurred in Fukui as well as in other places.
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近年各地で,個 体数の減少 と生息環境の変化に伴 うダ





















ル科(Ranidae)に属す る。学名 は 「黒 い斑紋 を もつ カエ
ル」 の意 味で,日 本のカエル類では代表的 な存在 であ
る。分布 は本州(関 東 か ら仙 台平野を除 く),四国,九
州,国 外 では,朝 鮮,中 国,ロ シア沿海州 の一部 であ
る。 亜種で ある トウキ ョウダルマガエル(Ranaporosa
poyosa)2)は関東平野,仙 台平野,新 潟 県 中部 ・南部,
長野県北部 ・中部 に分布 し,ト ノサマガエル とあま り
重複 分布 しない。 も う1つ の亜種 ダルマ ガエル(Rana
poyosabyevipoda))は中部地方南部,東 海,近 畿地方 中
部,山 陽地方東部,四 国香川 県に分布 してい る。福井
県では嶺南地方 にのみ分布 し,嶺 北地方での報告が あ
るが誤認 の可能性 が高い4-7)。ダル マガエルは小型か ら
中型 で トノサマ ガエル のよ うに優れ た運動能力がな く,
そのた め分布領域 が狭 い。 これ が災い し香川県お よび
岡山県な どで は絶滅 の危機 に瀕 してお り8),福井県で
も絶滅危惧種II類に ランクされてい る9)。ダルマガエ
ル は,あ とか ら朝鮮半 島経 由で侵入 し北へ と分布 を拡
大 した トノサマガエル と同所 的に分布 してお り,両 種
個 体数の急激 な減少 と生息環境(水 田の水入れ時期の
変化 な ど)の 悪化 によ り両種 での交雑 がみ られ るとい
う1°)。嶺北 にダルマガエル が生息 していた とい う記録
がないに もかかわ らず,ダ ルマ ガエル の特徴 を もつ ト














紋は体背面 ・体側 ともに比較的丸く大きく独立 し,隆
状部 とそれ以外にも有する。また,尾 部のところでも
斑紋は細かくならず独立している。 この特徴はダルマ











































本海側に分布 しているので,敦賀から侵入 し北上 した
可能性が高い。 しかしながら,敦賀から嶺北に行くに
























た詳 しく調査を行 うことにより,福井県での トノサマ
ガエル とダルマガエルの雑種交配の実態が判明すると
ともに,過 去の トノサマガエルの北方進出のルー トを
確定する有力な手がか りが得 られるものと期待 され る。
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